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佛
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第
四
十
八
巻
第
二
号

平
成
十
二
年
三
月

九

一

景
雅

・
聖
詮

の
華
厳
学
と
明
恵

前

川

健
一

<
一

は
じ
め
に
>

明
恵

(
=

七
三
～
一
二
三
二
)
に
と
つ
て
景
雅

・
聖
詮

の
師
弟

は
華

厳
学
の
師
匠
に
あ
た
る
。
景
雅
か
ら
は

『華
厳
五
教
章
』
を
学
ん
だ
と

さ
れ
、
聖
詮
か
ら
は
倶
舎
学
や
因
明
を
学
ん
だ
他
、
『華
厳
十
重
唯
識

義
』
な
ど
を
貸
与
さ
れ
て
い
る
。
二
人
は
当
時
の
東
大
寺
華
厳
学
の
水

準
を
示
す
学
者
で
あ
り
、
特
に
景
雅
は
、
法
然
の
伝
記

(『
四
十
八
巻
伝
』

巻
四
)
で

「こ
の
法
橋
は
華
厳
宗
に
と
り
て
は
。
よ
き
名
匠
な
り
」
(浄

土
宗
全
書

一
六

・
四
三
上
三
～
四
)
と
評
さ
れ
て
お
り
、
当
時

の
華
厳
学

を
代
表

す
る
人
物
と
目
さ
れ
て
い
た
。
明
恵
の
華
厳
学
を
理
解
す
る
上

で
、
彼
ら

の
教
学
に
は
こ
れ
ま
で
も
注
目
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
が
、
従

来

の
取

り
扱

い
は
必
ず
し
も
適
切
で
あ
っ
た
と
は
言
え
な

い
。
以
下
で

は
、
景
雅

の

『華
厳
論
草
』
(以
下
、
『論
草
』)
・聖
詮

の

『五
教
章
深
意

紗
』
(以
下
、
『深
意
紗
』)
を
中
心
と
し
て
、
明
恵
の
教
学
と
の
対
比
を

行
っ
て
み
た
い
。

<
二

教
判
論
>

華
厳

五
教
判
の
五
教
を
具
体
的
な
宗
派
に
配

当
す
る
に
つ
け
て
、
明

恵
は
、
始
教
に
は
三
論
宗
と
法
相
宗
と
が
配
当

さ
れ
、
そ
の
順
位
に
つ

い
て
は
三
論

・法
相

の
順

で
あ
る
と
主
張
し
て

い
る

(坂
本
幸
男

『華
厳

教
学
の
研
究
』
四
六

一
～
四
六
七
頁
)。
そ
の
理
由

は
主
と
し
て
、
法
相

の

説
く

「縁
生

の
有
」
は
三
論

の

「空
」
を
踏

ま
え
た
も
の
で
あ
り
、
法

相

の
方
が
三
論
よ
り
も
高
次
の
教
え
で
あ
る
、
と
い
う
点
に
あ
る
。
ま

た
、
法
相
の
唯
識
説
と
終
教

の
如
来
蔵
説
と

の
連
続
性
に
も
配
慮
し
た

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
、
『深
意
紗
』
に
は
次

の
よ
う
に
あ
る

(『論
草
』
に
は
関
説
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
)
。

凡
於
始
教
義
有
始
終
両
門
。
始
者
偏
依
相
宗
。
当
教
之
義
談
之
。
終
者
会
権

入
実
故
以
実
教

一
分
之
義
。
則
以
深
蜜
第
三
不
空
為
終
教
者
是
則
始
教
之
終

終
教
之
始
也
。
取
其
実
義
者
但
是
始
教
門
義
也
。
立
五
性
義
談
不
成
仏
故
也
。

(大
正
七
三

・
六
上
二
九
～
中
五
)

こ
れ
を
明
恵
の
次
の
文
と
比
較
し
て
み
る
と
、
始
教
の
中
の

「始
終
両
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門
」
の
受
け
取
り
方
が
完
全
に
相
違
し
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

於
始
教
中
空
門
為
始
、
不
空
門
為
末
。
始
末
合
説
為

一
始
教
。
(『金
師
子
章

光
顕
紗
』
巻
上
。
日
仏
全
三
六
・
一
八
四
上

一
一
～

一
二
)

ま
た
、
聖
詮
は
、
「会
権
入
実
」
を
理
由
と
し
て

「深
蜜

(=
解
深
密

経
)」
三
法
輪
の
第
三

(す
な
わ
ち

『解
深
密
経
』
自
身
の
立
場
)
を

「始

教
之
終
終
教
之
始
」
と
し
、
五
性
各
別
を
説
く
が
故
に
実
義
と
し
て
は

始
教
で
あ
る
、
と
判
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は

『五
教
章
指
事
』
の
以
下

の
文
に
見
ら
れ
る
従
来

の
解
釈
を
踏
襲
す
る
も
の
で
あ
る
。

若
約
成
仏
不
成

仏
門
者
、
解
深
密
以
為
始
教
。

以
許

定
性
入
実
滅
故
。

若
約

空
不
空
門
以
名
終
教
。

明
不
空
故
。

(大
正
七

二

・
二
二
一二
上
九

～

一
こ

こ
れ

に
対
し
て
、
明
恵
は
、
不
空
を
終
教
と
す
る
立
場
か
ら
し
て
も
、

如
来
蔵
説
を
説
く

『樗
伽
経
』
や

『密
厳
経
』
こ
そ
が
終
教
に
属
す
る

の
で
あ
り
、
『解
深
密
経
』
を
終
教
と
す
る
の
は
、
「傍
説

一
義
」
(日
仏

全

二
六

・
一
八
七
上
二
)
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。
「諸
宗
浅
深
者
、
即

此
無
我
義

浅
深
差
別
也
」
(『擢
邪
論
』
巻
上
。
『鎌
倉
旧
仏
教
』
三
二
一
下

二
一
)
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
明
恵
は

「空
不
空
門
」

の
み
に
よ
っ

て
五
教
を
整
合
的
に
序
列
化
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

以
上
で
は
、

三
論
宗

の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
直
接
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
こ
こ

で
想
起

さ
れ
る
の
は
、
『
四
十
八
巻
伝
』
巻
四
が
伝
え
る
次

の
よ
う
な

逸
話
で
あ

る
。

法
橋

(
=
景
雅

)

ま
つ
左

右
な
く
申

い
た
す
や
う

は
、

弘
法
大
師

の
十

住
心

は
。
華

厳
宗

に
よ
り

て

つ
く
り
給

へ
り
。

(浄

土
宗

全
書

一
六

・
一
四
〇

上

二

～
三
)

こ
の
逸
話
に
よ
っ
て
考
え
る
と
、
十
住
心

(第
六
他
縁
大
乗
心
=
法
相

宗
、
第
七
覚
心
不
生
心
=
三
論
宗
)
が
華
厳
宗
に
も
と
つ
く
と
い
う
の
で

あ
る
か
ら
、
華
厳
宗
の
教
判
で
も
法
相

・
三
論

の
順
位
で
あ
る
と
景
雅

は
理
解
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
明
恵
は
次
の
よ
う
に
述
べ
、
十
住
心
判
と

「自
宗

(ー
華
厳
宗
)
」
の
教
判
と
を
明
確
に
区
別
し
て
い
る
。

弘
法

大
師
は
法
相

よ
り
三
論
を
深

く
立

て
ら
れ
た
り
。
其

は
空

を
説

く
教
な

る
に
依

て
阿
宇
本
不
生

と
云
ふ
真

言
教

に
と
な
れ
は
ふ
か
く
立
ら

る

ゝ
歎
。
覚

心
不
生
往

心
と
三
論

を
は
云

ひ
た

る
也
。
今
是

に
は

<自
宗
也

>
法
相

よ
り

も
始

に
立

つ

(『起

信
論
本
疏
聴
集
記
』
巻
三
末
。

日
仏
全

二
七

・
一
三
五
上

一
二
～

一
五
。
原
文

カ
ナ
表
記
)

「華
厳
宗

の
学
者
、
三
論
宗
を
五
教

の
中

の
終
教
に
収
む
と
多
く
云

ひ
伝
え
た
り
」
(同
上

一
三
五
上
二
一
～
二
二
)
と
明
恵
自
身
が
言

い
、
『起

信
論
本
疏
聴
集
記
』
の
編
者
で
あ
る
順
高
が

「今
三
論
宗
を
始
教
に
立

る
と
云
事
は
上
人

の
御
義
也
」

(同
上

一
三
五
中
二
～
三
)
と
述
べ
る
よ

う
に
、
こ
れ
は
当
時
に
於

い
て
は
全
く
明
恵
独
自

の
説
な
の
で
あ
る
が
、

問
題
は
こ
の
よ
う
な
相
違

の
背
景
に
あ
る
も

の
で
あ
る
。
景
雅

の
逸
話

に
も
あ
る
よ
う
に
、
多
数
派
の
解
釈
に
は
十
住
心
判
と
の
交
渉
も

一
因

と
し
て
考
え
ら
れ
よ
う
。

一
方
、
三
論

(中
観
)
か
ら
法
相

(唯
識
)

へ
、
法
相
か
ら
終
教

(如
来
蔵
思
想
)

へ
と
次
第
さ
せ
る
明
恵

の
理
解

は
、
空
・無
我
と
い
う

一
貫
し
た
視
点
か
ら
教

理
を
序
列
化
し
て
お
り
、

理
論
的
整
合
性
を
追
求
す
る
姿
勢
が
見
て
取
れ
る
。
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<三

断
惑
論
>

明
恵
が
、
『華
厳
五
教
章
』
に
於
け
る

「
一
断

一
切
断
」

の
句
に

つ

い
て
、
独
自

の
解
釈
を
提
示
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

(島
地

大
等

『
日
本
仏
教
教
学
史
』、
坂
本
前
掲
書
な
ど
)。
す
な
わ
ち
、
こ
の
句
を

「
一
人
が
断
惑
す
れ
ば
、

一
切

の
人
が
断
惑
す
る
」

(自
他
相
対
)
と
す

る
解
釈

を
批
判
し
、
「
一
人

の
断
惑

に
っ
い
て
、
一
惑
を
断
ず
れ
ば
、
一

切
の
惑

を
断
ず
る
」

(自
類
相
対
)
と
す
る
解
釈
を
支
持
し
て
い
る

(た

だ
し
、
自
他
相
対
を
完
全
に
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、
自
類
相
対
が
成
立
す
れ

ば
自
ず
か
ら
自
他
相
対
は
成
立
す
る
、
と
明
恵
は
解
す
る
)。
明
恵
は
、
自
他

相
対
の
解
釈
を
主
張
す
る

「有
人
」

の
説
を
紹
介
し
、
そ
れ
を
批
判
す

る
形
で
自
説
を
展
開
し
て
い
る
が
、

こ
の

「有
人
」

の
説
と
は
、
『華

厳
経
』

「性
起
品
」
(大
正
九

・六
二
七
上

一
～
四
)
・
法
蔵

『華
厳
経
探
玄

記
』
巻

一

(大
正
三
五
・
一
一
九
中
五
～
八
)
・
同
巻
四

(同
上

・
一
七
三

中
二
六
～
下
二
)
の
所
説
を
典
拠
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
主
張
す
る
も
の

で
あ
る
。

一
人
断
惑
成
仏

時
、

一
切
有
情
皆
可

断
惑
成
仏
也
。
其
故
者
依
事
事

無
磯
道

理
必
然
故
也
。
事
事
無
擬
者

即
理
事
是
無
別
体
故
也
。

(中
略
)
理
通
時
即
諸

事
亦
遍
事
法
也
。
依
此
道
理

一
有
情

即

一
切
有
情
也

。
(『
金
師
子
章

光
顕
紗
』

巻
下
。

日
仏
全
三
六

・
一
九
八
中

二
六

～
下

一
一
)

こ
の

「有
人
」
の
所
説
に

つ
い
て
は
、
『論
草
』
の
中
の

「円
教
断

惑
」
の
論
義
が
注
目
さ
れ
て
き
た

(坂
本
前
掲
書
四
七
六
～
四
七
八
頁
)
。

こ
の
論
義
で
は
、
『五
教
章
』
の
文
意
に

つ
い
て
、
「若
夫
依

一
味
法
界

道
理
、
云

一
断

一
切
断
者
、

一
衆
生
断
惑
成
仏
時
、

一
切
衆
生
同
可
成

仏
也
。
若
爾
者
、
衆
生
悉
尽
但
可
有
仏
界
歎
」
(大
正
七
二
・
六
七
中

一

五
～

一
八
)
と
論
難
を
設
け
、
次
の
よ
う
に
答

え
て
い
る
。

凡
花

厳
円
宗
心
者
、
説
三
種
円
融

(=
事
理
円
融
、―
理
理
円
融
、
事
事
円
融
)

顕
法
性
円
通
旨
。

(中
略
)
今
此
三
種
円
融

(中
略
)
如
次
配
終
頓
円

三
教
。

既
事
事
円
通
自
在
無
磯
也
。
以
六
相
成

之
。
以
十
玄
証
之

。
依
之

、
仏

界
衆

生
界
相
入
相
即
。
故
経

(
=
性
起
品
)
云
、

(中
略
)
。
是

以
、

一
仏
成
道
時
、

一
切
衆
生
悉
同
成
仏
也

。

(同
上

・
六
七
中

二
七
～
下
八
)

こ
の
両
者
を
比
較
し
て
見
る
と
、
確
か
に
事
事
無
磯
に
よ
っ
て

=

断

一
切
断
」

の
自
他
相
対
的
解
釈
を
主
張
し

て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、

理
事
無
擬
と
事
事
無
擬
と
を
区
別
し
て
い
る
点
、
『探
玄
記
』
の
文
を

典
拠
と
し
て
い
な
い
点
で

「有
人
」
と
は
相
違

し
て
い
る
。

こ
れ
は

一
見
些
末
な
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
う

で
は
な
い
。
と
い
う
の

は
、
明
恵
は
こ
れ
ら
の

『探
玄
記
』
の
文
が
事
事
無
磯

の
文
証
と
し
て

は
適
切
で
は
な
い
こ
と
を
述
べ
、

「有
人
」
が

「六
相
十
玄
等
事
事
円

融
成
立
正
文
」
(日
仏
全
三
六
・
一
九
九
下

一
八
)
を
出
さ
ず
、
理
事
無
磯

か
ら
直
ち
に
事
事
無
磯
を
導
く
こ
と
を
批
判

し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

『論
草
』
の
論
義
で
は
、

一
応
六
相

・
十
玄
に
ふ
れ
て
お
り
、
こ
の
点

で
も

「有
人
」
の
所
説
と
は
距
離
が
あ
る
と
言
え
る
。

な
お
、
坂
本
前
掲
書
で
は
、
『論
草
』
前
引
箇
所
の
末
尾
に
、
「東
大

寺
華
厳
宗
俊
源
大
法
師
於
維
摩
堂
云

(立
?

)
此
義
」
(大
正
七
二
・
六
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四

下
下
二
五
～
二
六
)
と
あ
る
こ
と
を
も
っ
て
、
自
他
相
対
的
解
釈
の
濫
膓

を
俊
源

(
一
一
一
六
年
維
摩
会
堅
義
)
と
推
定
し
て
い
る
が
、
親
円
の

『華
厳
宗
種
性
義
抄
』
(
一
〇

一
九
年
成
立
)
に
既
に
次
の
よ
う
に
あ
る
こ

と
か
ら
す
る
と
、
同
じ
よ
う
な
説
は
以
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

而
実
自
他
万
像
皆
是

一
真
如
相

、
更
無
差
別

。
所
以

一
人
修
行
成
仏
時

一
切

有
情
悉
成
仏
也
。
故
華
厳
経

云
、

一
障

一
切
障

、

一
断

一
切
断

、

一
成

一
切

成

<云
云
>
。

(大
正
七

二

・
六

一
上

二

一・～

二
五
)

そ
れ
故
、
明
恵

の
時
点
に
於

い
て
は
、

「
一
断

一
切
断
」

の
自
他
相

対
的
解
釈
は
二
百
年
近
く
の
歴
史
を
持

つ
確
固
た
る
伝
統
で
あ
っ
た
わ

け
で
あ

る
が
、
明
恵
が
そ
の
よ
う
な
風
潮

一
般
を
批
判
し
た
の
で
は
な

く
、
あ
く
ま
で

「有
人
}
の
具
体
的
な
所
説
に
即
し
て
議
論
を
行
っ
て

い
る
こ
と
は
留
意
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。
ち
な
み
に
、
『
深
意

紗
』
は

『金
師
子
章
光
顕
紗
』
を
引
用
し
て
い
る
の
で
、
明
恵
の
こ
の

議
論
も
知
っ
て
い
た
は
ず

で
あ
る
が
、
何
等
そ
れ
に
は
触
れ
る
こ
と
な

く
、
『論
草
』
の
論
義
を
そ
め
ま
ま
引
用
し
て
い
る

(大
正
七
三

・
五
二

上
二
四
～
五
三
上
二
)
。

こ
れ
は
、
明
恵
の
批
判
が
あ
く
ま
で

「有
人
」

に
対
す

る
も
の
で
あ
っ
て
、
伝
統
的
な
宗
義
に
は
抵
触
し
な
い
、
と
判

断
し
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
故
、
従
来
、

「有
人
」
説
と
東
大
寺
の
伝
統
説
と
を
等
置
し
た

上
で
、

そ
れ
を

「理
論
的
」

「自
然
主
義
的
」
と
解
し
、
明
恵
の
立
場

を

「実
際
的
」
で

「断
惑
生
活
」
に
重
心
を
置

い
た
も
の
と
解
し
て
い

た

(島
地
前
掲
書
な
ど
)
の
は
、
い
さ
さ
か
早
計
に
過
ぎ
よ
う
。
そ
も
そ

も
、
明
恵
の
よ
う
に

「
一
断

一
切
断
」
を
自
類
相
対
的
に
解
釈
し
た
と

し
て
も
、
結
果
と
し
て
、

一
人
が
断
惑
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

一
切
の
人

が
断
惑

・
成
仏
す
る
こ
と
に
は
変
わ
り
は
な
い
わ
け
で
、
特
に
実
践
性

が
強
調
さ
れ
て
い
る
と
は
思
え
な

い
。
明
恵

が

「有
人
」
の
所
説
を

「宗
義

の
一
分
」

で
は
あ
る
が

「極
成

の
義
と
為
す
に
足
ら
ず
」
と
判

定
す
る

(日
仏
全
三
六

・
一
九
八
下
二
五
～
二
六
)
の
は
、

(典
拠
が
不
適

切
で
あ
る
こ
と
も
含
め
て
)
「
一
乗

の
法
相
を
隠
没
」

(同
上
・
一
九
九
上
二

二
)
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
様
々
な
法
相
を
活
用
し
て

こ
そ
事
事
無
擬
を
明
ら
か
に
で
き
る
の
で
あ
り
、
理
性
が

一
味
で
あ
る

こ
と
を
理
由
と
す
る
だ
け
で
は
教
理
的
な
整
足
性
に
欠
け
る
、
と
い
う

の
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
明
恵
が
追
求
し
て
い
る
の
は
、
前
項
で
見
た
の

と
同
じ
く
、
あ
く
ま
で
も
教
理
的
な
整
合
性

で
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。

<
四

浄
土
論
>

『深
意
紗
』
、巻
十
に
は
、
「因
論
生
論
」
と
し
て
、
極
楽
往
生
に
つ
い

て
の
議
論
が
か
な
り
の
長
文
に
わ
た

っ
て
展
開
さ
れ
て
い
る

(大
正
七

三
・
六
七
下
二
七
～
六
九
上

一
二
)

す
な
わ
ち
、阿
弥
陀
仏
の
浄
土
は
報
化
二
土

に
通
じ
る
と
し
た
上
で
、

化
土
で
あ
る
極
楽
世
界
に
も

「具
縛

の
凡
夫
」
が
往
生
す
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
と
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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景
雅

・
聖
詮

の
華
厳

学
と
明
恵

(前

川
)

九
五

毎
見

此
文
義
、
不
邉
注
解
、
閣
筆
鳴

咽
耳
。

(同
上

・
六
八
上

一
二
)

所
以
、
釈
迦
遺
法
遥

錐
及
末
世
、

大
乗
深
教
普

盛
此
朝
。
況
末

法
万
年

余
経

悉
滅

、
弥
陀

一
教
利
物

偏
増
也

。
所
以
、
猶
留
百
歳
之
説
、
日
日
夜
夜
謄
仰

之
耶

。
故
、
任
大
師
雅
意

、
専
可
期
極
楽
往
生
也
。
(同
上
・六
八
中
六
～

一
〇
)

更
に
、
智
撮
が
兜
率
往
生
を
主
張
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
は
、
弥

勒
は
極
楽
常
随
の
菩
薩
で
あ
る
が
故
に
、
兜
率
に
往
生
す
れ
ば
極
楽
浄

土
に
預
か
る
の
で
あ
り
、
弥
勒
を
念
ず
る
こ
と
が
極
楽
往
生

の
正
因
と

な
る
、
と
会
通
し
て
い
る

(同
上
・
六
八
下
二
四
～
六
九
上

一
二
)
。

こ

の
会
通

の
箇
所
は
、
尊
玄

(
一
一
四
三
～

一
二
七

一
以
後
)
の

『孔
目
抄

章
』
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は

「仁
和
寺
景
雅
法
橋
云
」

「雅
云
」
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る

(日
仏
全
三
五

.三
四
五
中
二
〇
～
下

三
、
下
五
～
九
)。
『深
意
紗
』
に
於
け
る

『論
草
』
引
用
の
傾
向
か
ら
考

え
る
と
、
尊
玄
引
用
の
箇
所
だ
け
で
な
く

『深
意
紗
』
に
お
け
る
極
楽

往
生
に

っ
い
て
の
論
義
全
体
が
、
も
と
も
と
は
景
雅
の
編
集
し
た
も
の

で
あ
る
可
能
性
は
か
な
り
高

い
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
故
、
景
雅
を
は
じ

め
当
時
の
華
厳
宗
に
於

い
て
は
極
楽
往
生
が
強
く
主
張
さ
れ
て
い
た
と

言
え
よ
う
。

こ
れ
に
対
し
て
、
明
恵
に
極
楽
往
生
信
仰
が
希
薄
で
あ
り
、
釈
迦
信

仰
が
中
心

と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
彼
は
兜
率

願
生
者
で
も
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
兜
率
に
往
生
し
て
釈
迦

に
値
遇
す
る
こ
と
を
願
う
と
い
う
極
め
て
特
異
な
も
の
で
あ
っ
た

(『随

意
別
願
文
』)。
『
明
恵
上
人
行
状
』
に
よ
れ
ば
、
明
恵
は
幼
少

の
頃
よ
り

釈
迦
信
仰
を
持

っ
て
い
た
と
さ
れ
る
の
で
、
こ
の
点
で
は
当
時

の
華
厳

教
学

の
影
響
[を
受
け
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

<
四

む
す
び
〉

以
上
、
何
点
か
に
わ
た
っ
て
景
雅

・
聖
詮
ら

に
代
表
さ
れ
る
当
時
の

華
厳
学
と
明
恵

の
教
学
と
の
対
照
を
行
っ
て
き
た
。
従
来
、
前
者
に
対

し
て
後
者
は
実
践
的
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
き
た
が
、
む
し
ろ
後
者
の
方

が
理
論
的
な
厳
密
性
を
追
求
し
て
い
る
面
が
あ
る
。
明
恵
は

「学
生
」

に
な
る
こ
と
は
願
わ
な
か
っ
た
が
、
「如
実
の
正
智
を
ゑ
て
仏
意
の
源

底
を
極
め
、
聖
教
の
深
旨
を
さ
く
り
ゑ
む
事
を
」
願
っ
て
い
た

(『仮
名

行
状
』
上
、
『明
恵
上
人
資
料
第

こ

一
六
頁
)
の
で
あ
る
か
ら
、
伝
統
説

を
継
承
す
る
だ
け
の
教
学
姿
勢
に
対
し
て
は
批
判
的
た
ら
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
東
大
寺

の
華
厳
学
と
明
恵
と

の
間
に

は
、
阿
弥
陀
信
仰
か
釈
迦
信
仰
か
と
い
う
信
仰

の
レ
ベ
ル
で
の
相
違
も

見
ら
れ
、
両
者

の
関
係
は
従
来
考
え
ら
れ
て
い
た
以
上
に
複
雑
な
様
相

を
呈
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

(本
稿

は
、
平
成

一
一
年

度
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金

に
よ
る
研
究
成

果

の

一
部

で
あ
る
。
)

<キ
ー

ワ
ー
ド
>
東
大
寺

、
『
華
厳
論
草
』
、
『
五
教
章
深
意
鈔
』

(日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
)
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